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ARCADIA NEWS
平成22年7月号

執筆責任者 ： 伊藤 公祐

【テーマ : 利益概念の変化 】

I 当期純利益と包括
利益

II 当期純利益及び
包括利益の関係

1.当期純利益について
当期純利益とは、一定期間（通常の企業は1年間）における企業の最終利益を示した数字です。つまり、企業の通常の

経営活動により、毎期経常的・反復的に生じる利益である経常利益から企業が事業を展開していく上で通常発生しない
非経常取引又は前期損益修正に関わるようなものである例外的に発生した特別利益、特別損失を加減したものから、法
人税、住民税及び事業税を差し引いたものを当期純利益といいます。

2.包括利益について
包括利益とは、株主との直接的な取引を除いた一定期間（通常の企業は1年間）における企業の持分の変動です。持分
の変動とは、当期純利益とその他包括利益を加減したものです。つまり、包括利益を単純に言うと「一年間の企業価値の
増減額である」と言うことができます。

当期純利益と包括利益との関係については、「当期純利益＋その他包括利益=包括利益」と示すことができます。また、

包括利益からみた当期純利益とは、最終の利益指標である包括利益へ至る途中の通過指標であると考えられます。そ

のため、上記に記載の通り、包括利益は、当期純利益にその他包括利益を加減算したものであるため、当期純利益と包

括利益というものは、どちらか一方の指標のみが存続するというものではなく、ともに共存していく財務指標であるといえ

ます。

国際会計基準（以下、IFRS）の導入により、大幅な変化が予想される部分が包括利益概念の導入で、日本における現行基準では最終指標であ
る、当期純利益とどのような違い若しくは関係があるかを説明したいと思います。
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リサイクリングについて

リサイクリングとは、過去（当期以前の期）に認識され1計算書(ͨ)において計上された未実現の損益項目（その他包括利益項目）が、その後の
実現した期に、売却等の損益として再度1計算書に（当期純利益に影響する部分において）計上されることをいいます。つまり、同一の損益が異な
る会計期間に異なる区分で2度にわたって計上されるため、少なからず財務諸表利用者等にわかりづらく、問題があると考えられています。

1計算書において表示される包括利益についてリサイクリングを行うと過去に計上した損益がまた、当期純利益上において計上されてしまいま
すが、当該金額を同じ1計算書方式上において適切に控除する調整を行えば当該リサイクリングにおける弊害は大きな問題とはならないと言わ
れています。

上記に述べた通りですが、リサイクリングにおいても適切に処理して1計算書上において一連の流れとして開示することにより、財務諸表利用者

等に今まで以上に企業の真実の姿を開示することができるのではないかと考えられます。しかし、リサイクリングから生じるリサイクル額及びそれ
を控除する調整は、いずれも帳簿上の操作に過ぎないとの批判もあります。しかし、当該処理等を適切に表示していればリサイクリングを行ったと
してもそこまで大きな問題にならないと考えられます。

ͨ.「1計算書」とは、損益計算書の当期純利益の下部部分において、その他包括利益の合計と当期純利益との合計である包括利益額を表示す
る方法です。

III 当期純利益及び
包括利益によって得
られる情報

1.当期純利益から得られる情報
当期純利益は、利益処分の原資となるものであり、配当金・内部留保へ分配されるものです。株主としては、基本的にこ
の指標で示されるものが、株主資本（株主価値）を増やす源泉となる重要なものです。また、当期純利益は、企業本来の
業績を示す指標であり、財務諸表利用者に企業の本来の営業活動より得られた利益情報を与えることが可能です。

2.包括利益から得られる情報
包括利益は、企業の真実の価値（当期純利益とは異なり、企業の本来の営業活動以外からの利益も含んだ価値）を示
す指標であり、当期純利益とは異なり、経営者の恣意的な利益操作等を極力排除できる指標です。

【包括利益の導入に伴う重要な概念 】
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上記で述べました包括利益の導入及びIFRS導入により、開示される財務諸表にはどのような変化があるのでしょうか？
以下は、現在の日本基準とIFRSで公表される財務諸表にどのような違いが生じるのかを図として示しました。
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左記は、上場企業で唯一、IFRSによる決算を公表した

日本電波工業の平成22年3月期における決算書です。

大きな違いは、以下の通りです。

①

② 経常利益がなくなる。

③ 特別利益・損失が営業収益・費用となる。

④ 包括利益指標が登場。

営業外収益・費用は、営業収益・費用と、金
融収益・費用とに分割される。
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VI 最後に

【推薦図書】 題名： 『人生を逆転する名言集』

著者： 福本 伸行

出版： 竹書房

感想： 私が大好きなギャンブルコミックの鬼才、福本伸行の名言のみを集めた本です。全く関連作品を読んだことが無い人でも少なからず

何個かは共感できる深い、熱い名言があると思います、有名な自己啓発本とはまた違った感覚で読めると思います。現状を打開したい人や、

さらに上を目指そうとする気持ちの時に読むのがお勧めです。

平成22年6月10日に企業会計基準委員会（ASBJ）は、IFRSとの共通化を鑑み、正式決定ではありませんが、平成23年3月期末の連結決算より｢包

括利益｣を開示する方針を固めました。なお、3月決算以外の企業におきましては、平成22年9月期末以降の通期連結決算からの早期適用も認める方

針です。ここで、包括利益導入の対象はあくまでも連結を対象としており、単体開示におきましては、一年後を目標に検討しています。


